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令和５年横審第１９号 

裁    決 

油送船Ａ遊漁船Ｂ衝突事件 

 

受 審 人 ａ  

職 名 Ａ船長 

海技免許 三級海技士（航海） 

受 審 人 ｂ  

職 名 Ｂ船長 

操縦免許 小型船舶操縦士 

 

本件について、当海難審判所は、理事官熊谷貴樹出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主 文 

 

受審人ｂの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

受審人ａを戒告する。 

 

理 由 

（海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

令和４年１２月２８日０９時２７分半僅か過ぎ 

東京湾北部 

２ 船舶の要目 

船 種 船 名 油送船Ａ 遊漁船Ｂ 
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総 ト ン 数 ７４９トン １.１トン 

全 長 ６７.４２メートル 

登 録 長  ７.４３メートル 

機 関 の 種 類 ディーゼル機関 電気点火機関 

出 力 １,３２３キロワット ５８キロワット 

３ 事実の経過 

Ａは、船尾船橋型の鋼製油送船で、船橋内前部左舷側に航海コンソ

ール、電子海図情報表示装置、レーダー２台、中央に操舵装置、右舷

側に機関遠隔操縦ハンドル、機関監視盤、バウスラスター操作盤をそ

れぞれ備え、船首端から５６メートル後方、右舷端から８メートル左

方の船橋上部にＧＰＳアンテナを設置し、ａ受審人ほか５人が乗り組

み、空船で、船首３.４８メートル船尾４.５１メートルの喫水をもっ

て、令和４年１２月２８日０６時２５分神奈川県三崎港を発し、千葉

港千葉第４区に向かった。 

ａ受審人は、１人で船橋当直に就き、東京湾を北上して中ノ瀬航路

を出航後、右舷前方に遊漁船を認めたのでなるべく近づかないよう、

０９時２３分半少し過ぎ東京湾アクアライン海ほたる灯（以下「海ほ

たる灯」という。）から２５６度（真方位、以下同じ。）１.１海里の

地点で、針路を０４５度に定めて自動操舵とし、１０.５ノットの速力

（対地速力、以下同じ。）で進行した。 

ａ受審人は、レーダー１台をノースアップ表示の３海里レンジで東

方を４海里まで表示するオフセンターに、もう１台をヘッドアップ表

示の１.５海里レンジで前方を２海里まで表示するオフセンターにそれ

ぞれ設定して作動させ、立った姿勢で見張りを行い、０９時２５分半

僅か過ぎ海ほたる灯から２６８度１,５１０メートルの地点に至ったと

き、左舷船首４５度８７０メートルのところに、Ｂを視認することが
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でき、その後同船が前路を右方に横切り衝突のおそれがある態勢で接

近する状況であったが、右舷船首方の遊漁船に自船の航走波で影響を

与えないよう航過距離を保つことに気をとられ、見張りを十分に行わ

なかったので、このことに気付かなかった。 

ａ受審人は、警告信号を行わず、間近に接近しても、衝突を避ける

ための協力動作をとらずに続航し、０９時２７分半僅か過ぎ海ほたる

灯から２９２度１,１３０メートルの地点において、Ａは、原針路及び

原速力のまま、その左舷船首部にＢの船首が前方から４９度の角度で

衝突した。 

当時、天候は晴れで風力３の北北西風が吹き、潮候は高潮時にあた

り、視界は良好であった。 

また、Ｂは、遊漁船業に従事するときの最大搭載人員が旅客５人及

び船員１人の船外機を装備した和船型ＦＲＰ製小型兼用船で、船体中

央やや後方に操舵区画を配し、同区画内に操舵輪及び魚群探知機兼Ｇ

ＰＳプロッターを、操舵区画前後に椅子をそれぞれ備え、ｂ受審人が

１人で乗り組み、釣り客３人を乗せ、全員が救命胴衣を着用し、遊漁

の目的で、船首０.１メートル船尾０.３メートルの喫水をもって、同

日０７時００分千葉県市川市所在の係留地を発し、東京湾アクアライ

ンの風の塔南方沖合の釣り場に向かった。 

ｂ受審人は、前示釣り場に到着して遊漁を行った後、海ほたる南方

の釣り場へ移動することとして発進し、０９時１９分少し過ぎ海ほた

る灯から３０６度２.５海里の地点で、針路を１３１度に定め、   

１５.０ノットの速力で、手動操舵によって進行した。 

ｂ受審人は、０９時２５分半少し前海ほたる灯から２９８度１,８２

０メートルの地点で、小用のため速力を１０.０ノットに減じ、０９時

２５分半僅か過ぎ海ほたる灯から２９８度１,７２０メートルの地点に



- 4 -

達したとき、右舷船首４９度８７０メートルのところに、Ａを視認す

ることができ、その後同船が前路を左方に横切り衝突のおそれがある

態勢で接近する状況であったが、周囲を一見したところ、他船を認め

なかったことから、航行に支障となる船舶はいないものと思い、見張

りを十分に行わなかったので、このことに気付かなかった。 

ｂ受審人は、Ａの進路を避けないまま続航中、左舷船尾部で左舷後

方を向いて用を足し、その直後、前方を見たところ、船首至近に迫っ

たＡに気付き、機関停止して右舵一杯をとったものの、及ばず、Ｂは、

船首が１７６度を向き、６.０ノットの速力となったとき、前示のとお

り衝突した。 

衝突の結果、Ａは、左舷船首部から中央部にかけての外板に擦過傷

を、Ｂは、船首に圧壊等をそれぞれ生じたが、のちにいずれも修理さ

れ、Ｂの釣り客１人が左頭頂部等に打撲傷を負った。 

 

（航法の適用） 

本件は、東京湾北部において、北上するＡと東行するＢとが衝突した

もので、衝突地点付近は特別法である海上交通安全法の適用海域である

が、同法には本件に適用される航法規定がないことから、一般法である

海上衝突予防法が適用される。 

両船は、ともに航行中の動力船で、互いに視野の内にあり、互いに進

路を横切り衝突のおそれがある態勢で接近して衝突に至ったもので、衝

突の約２分前に衝突のおそれがある見合い関係が生じたのち、付近には

航行の支障となる障害物や避航動作及び協力動作をとるのに障害となる

船舶が存在せず、両船がそれぞれ要求される動作をとる時間的、距離的

余裕が十分にあったものと認められることから、本件は、同法第１５条

の横切り船の航法によって律するのが相当である。 
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（原因及び受審人の行為） 

本件衝突は、東京湾北部において、両船が互いに進路を横切り衝突の

おそれがある態勢で接近した際、東行するＢが、見張り不十分で、前路

を左方に横切るＡの進路を避けなかったことによって発生したが、北上

するＡが、見張り不十分で、警告信号を行わず、衝突を避けるための協

力動作をとらなかったことも一因をなすものである。 

ｂ受審人は、東京湾北部において、釣り場に向けて東行する場合、接

近する他船を見落とすことのないよう、見張りを十分に行うべき注意義

務があった。しかるに、同人は、周囲を一見したところ、他船を認めな

かったので、航行に支障となる船舶はいないものと思い、見張りを十分

に行わなかった職務上の過失により、前路を左方に横切り衝突のおそれ

がある態勢で接近するＡに気付かず、同船の進路を避けないまま進行し

て衝突を招き、Ａ及びＢ両船それぞれに損傷を生じさせ、自船の釣り客

を負傷させるに至った。 

以上のｂ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

ａ受審人は、東京湾北部において、千葉港に向けて北上する場合、接

近する他船を見落とすことのないよう、見張りを十分に行うべき注意義

務があった。しかるに、同人は、右舷船首方の遊漁船に自船の航走波で

影響を与えないよう航過距離を保つことに気を取られ、見張りを十分に

行わなかった職務上の過失により、前路を右方に横切り衝突のおそれが

ある態勢で接近するＢに気付かず、警告信号を行わず、衝突を避けるた

めの協力動作をとらずに進行して衝突を招き、Ａ及びＢ両船それぞれに

損傷を生じさせ、Ｂの釣り客を負傷させるに至った。 

以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、
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同法第４条第１項第３号を適用して同人を戒告する。 

 

よって主文のとおり裁決する。 

 

令和５年１１月１７日 

横浜地方海難審判所 

審 判 官  大  北  直  明 

 

 


